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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 2013年12月13日から2022年２月21日

までです。
運 用 方 針 信託財産の成長を図ることを目的として、

運用を行います。
主要投資対象 わが国の株式を主要投資対象とします。

運 用 方 法

わが国の上場株式の中から、相対的に割安
と判断される銘柄へ投資し、相対的に高い
配当収入と値上がり益の獲得をめざしま
す。
銘柄選択にあたっては、配当利回り、ＰＢＲ
（株価純資産倍率）等から株価のバリュ
エーションが割安と判断される銘柄を中心
に抽出します。
組入れにあたっては、個別企業の経営戦略
や成長性等の企業のファンダメンタルズ等
を評価し、投資魅力度の高い銘柄へ投資し
ます。
株式の組入比率は、原則として高位を維持
します。

組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。
外貨建資産への投資は行いません。

分 配 方 針

決算日（原則として12月21日。休業日の
場合は翌営業日。）に、経費控除後の配当
等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、基準価
額水準、市況動向等を勘案して、分配金額
を決定します。ただし、分配対象額が少額
の場合は分配を行わない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭ割安日本株ファンド
（年１回決算型）」は、2020年12月
21日に第７期の決算を行いました。こ
こに、運用経過等をご報告申し上げま
す。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭ割安日本株ファンド（年１回決算型）

運 用 報 告 書（全体版）
第７期<決算日2020年12月21日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
３期（2016年12月21日） 12,140 0 △1.0 99.7 － 8,314
４期（2017年12月21日） 14,863 0 22.4 96.9 － 4,971
５期（2018年12月21日） 11,659 0 △21.6 95.7 － 3,223
６期（2019年12月23日） 13,924 0 19.4 97.9 － 3,422
７期（2020年12月21日） 14,876 0 6.8 98.2 － 2,753
（注１）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）当ファンドのコンセプトに適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指標は定めておりません。
（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

■当期中の基準価額の推移

年 月 日 基 準 価 額 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2019 年 12 月 23 日 13,924 － 97.9 －

12 月 末 13,902 △0.2 98.2 －
2020 年 １  月  末 13,678 △1.8 97.1 －

２ 月 末 12,255 △12.0 98.4 －
３ 月 末 11,204 △19.5 96.5 －
４ 月 末 11,851 △14.9 96.9 －
５ 月 末 12,549 △9.9 96.9 －
６ 月 末 12,525 △10.0 98.4 －
７ 月 末 12,329 △11.5 97.7 －
８ 月 末 13,020 △6.5 98.7 －
９ 月 末 13,344 △4.2 97.2 －
10 月 末 12,975 △6.8 97.6 －
11 月 末 14,476 4.0 98.8 －

（期　末）
2020 年 12 月 21 日 14,876 6.8 98.2 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）株式先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2019年12月24日から2020年12月21日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　新型コロナウイルスの感染拡大が嫌気された場面があったものの、各国の積極的な金融・財政政策へ
の期待により株式市場が上昇したほか、ベイカレント・コンサルティング、ソニー、ソフトバンクグ
ループなどの株価が値上がりしたことがプラスに寄与し、基準価額は上昇しました。

投資環境
　国内株式市場は、上昇する展開となりました。期初は横ばいで始まったものの、2020年２月下旬か
ら３月中旬にかけて新型コロナウイルスの感染拡大により急落する展開となりました。その後は、景
気・企業業績の悪化や米中対立の激化などが嫌気される場面があったものの、各国の経済正常化に向け
た動き、経済対策に対する期待、ワクチン開発期待などがプラスに働きました。また、米国大統領選挙
の結果判明とともに、不透明感が後退したことも好感されました。
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第７期首： 13,924円
第７期末： 14,876円
（既払分配金０円）
騰 落 率： 6.8％
（分配金再投資ベース）
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3－　　－

ポートフォリオについて
　銘柄選択については、ＰＥＲ（株価収益率）、ＰＢＲ（株価純資産倍率）、配当利回りなどの株価バ
リュエーションを重視し、個別企業の調査を通じ業績を精査して、株価水準に魅力があると判断した企
業に投資しました。個別企業の調査では、新型コロナウイルス感染症による社会変化がプラスに働く銘
柄、その収束後に業績改善が見込まれる銘柄、独自の成長要因を有し中期的に成長が見込まれる銘柄、
株主還元期待を維持できる銘柄などに注目し、投資を行いました。

【運用状況】
（注１）組入比率は純資産総額に対する割合です。
（注２）業種は東証33業種分類によるものです。

○組入上位10業種
期首（前期末）
No. 業種 比率
１ 電気機器 18.1％
２ 情報・通信業 10.6
３ 医薬品 6.8
４ 銀行業 5.8
５ 卸売業 5.5
６ 輸送用機器 5.2
７ 化学 5.0
８ 機械 5.0
９ 陸運業 4.8
10 建設業 4.2

期末
No. 業種 比率
１ 電気機器 20.4％
２ 情報・通信業 10.7
３ 医薬品 6.7
４ 輸送用機器 5.7
５ 卸売業 5.3
６ 機械 5.2
７ 銀行業 5.0
８ 化学 4.9
９ サービス業 4.0
10 建設業 3.6

○組入上位10銘柄
期首（前期末）
No. 銘柄名 通貨 比率
１ ソニー 日本・円 4.2％
２ 日本電信電話 日本・円 3.3
３ トヨタ自動車 日本・円 2.4
４ 武田薬品工業 日本・円 2.3
５ 第一三共 日本・円 2.2
６ ソフトバンクグループ 日本・円 2.2
７ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本・円 2.1
８ ＨＯＹＡ 日本・円 2.1
９ 信越化学工業 日本・円 2.1
10 三菱商事 日本・円 1.8

組入銘柄数 91銘柄

期末
No. 銘柄名 通貨 比率
１ ソニー 日本・円 5.4％
２ 日本電信電話 日本・円 3.7
３ ソフトバンクグループ 日本・円 3.6
４ ＨＯＹＡ 日本・円 2.9
５ 第一三共 日本・円 2.8
６ 信越化学工業 日本・円 2.6
７ トヨタ自動車 日本・円 2.5
８ ディスコ 日本・円 2.3
９ ベイカレント・コンサルティング 日本・円 2.2
10 村田製作所 日本・円 2.1

組入銘柄数 87銘柄
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4－　　－

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
　新型コロナウイルスの感染拡大による世界経済へのマイナス影響には留意が必要と考えますが、各国
の経済対策や金融政策、経済正常化に対する期待などに支えられ、当面の国内株式市場は堅調に推移す
ると予想します。そうした中、引き続き、配当利回り、ＰＢＲ、今・来期ＰＥＲなどの株価指標が割安
と判断する銘柄の中から、今後の業績拡大が期待できる銘柄を中心に組入れる方針です。

項目
当期

2019年12月24日
～2020年12月21日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 5,553円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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5－　　－

■１万口当たりの費用明細

項目

第７期

項目の概要（2019年12月24日
～2020年12月21日）

金額 比率
(ａ) 信託報酬 163円 1.258％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は12,946円です。
（投信会社） (  76) (0.591) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価

額の算出等の対価
（販売会社） (  76) (0.591) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等の対価
（受託会社） (  10) (0.077) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行

等の対価
(ｂ) 売買委託手数料 3 0.022 (ｂ) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料
（株式） (    3) (0.022)

(ｃ) その他費用 0 0.002 (ｃ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） (    0) (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 166 1.282
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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6－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.27％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）
0.08％

運用管理費用
（販売会社）
0.59％

運用管理費用
（投信会社）
0.59％総経費率

1.27％
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7－　　－

■利害関係人との取引状況等（2019年12月24日から2020年12月21日まで）
(1) 期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 233 － － 998 310 31.1

(2) 利害関係人の発行する有価証券等

種 類 当 期
買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額

百万円 百万円 百万円
株 式 － 0.107 33

(3) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額　(Ａ) 660千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額　(Ｂ) 170千円

(Ｂ)／(Ａ) 25.8％

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 1,232,078千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 2,885,766千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　(ａ)／(ｂ) 0.42

（注）(b)は各月末の組入株式時価総額の平均です。

■売買及び取引の状況（2019年12月24日から2020年12月21日まで）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

千株 千円 千株 千円
国 内 上 場 118.9 233,154 430.38 998,924(△185.42) (－)

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は、株式分割、増資割当および合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。
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8－　　－

■組入資産の明細
　国内株式

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
建設業（3.7％）
ミライト・ホールディングス 19.6 15.8 26,654
安藤・間 21 － －
大成建設 8 6.6 23,133
前田建設工業 － 17.1 15,663
前田道路 7.1 － －
五洋建設 28.5 23.3 19,921
ライト工業 9.9 8 14,344
食料品（2.4％）
森永乳業 6.3 4.9 24,475
明治ホールディングス 2.8 2 14,340
日本たばこ産業 14.1 11.6 25,404
パルプ・紙（0.7％）
北越コーポレーション 55.7 45.2 18,034
化学（5.0％）
クラレ 11.9 9.7 10,990
昭和電工 5.3 － －
セントラル硝子 6.6 5.2 11,793
信越化学工業 5.9 4.2 72,219
日本触媒 2.6 － －
富士フイルムホールディングス 6.6 7.1 39,348
医薬品（6.8％）
武田薬品工業 17.7 14.4 55,612
アステラス製薬 25 20.3 31,525
塩野義製薬 4.5 3.7 20,868
第一三共 10.5 23.3 77,146
石油・石炭製品（0.4％）
出光興産 7.7 5.1 11,638
ガラス・土石製品（0.5％）
東海カーボン － 10.1 12,675
金属製品（1.7％）
テクノフレックス － 7.1 7,405
ＬＩＸＩＬ 19.9 16.1 37,368
機械（5.3％）
アマダ 14.5 11.8 12,862
ディスコ 2.2 1.9 63,175
サトーホールディングス 5.2 4.2 9,219
小松製作所 15.6 12.7 35,223
ローツェ 4.7 3.9 23,166
ツバキ・ナカシマ 10.6 － －
電気機器（20.8％）
ミネベアミツミ 19.8 16 33,360

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
日立製作所 11.8 9.6 40,137
富士電機 8.5 7.1 25,950
安川電機 4.6 3.8 18,392
ＭＣＪ 42.6 34.7 38,239
日本電気 7.4 6 33,360
沖電気工業 21.6 10 9,150
ソニー 19.4 14.4 149,832
ＴＤＫ 4 3.2 46,688
エスペック 9 2.2 4,419
ローム 2.6 2.3 22,954
太陽誘電 8.6 7.1 32,944
村田製作所 8 6.6 58,918
小糸製作所 3.5 2.9 19,894
ＳＣＲＥＥＮホールディングス 4.8 3.9 28,041
輸送用機器（5.8％）
豊田自動織機 － 2.4 19,080
いすゞ自動車 28 22.8 22,594
トヨタ自動車 10.6 8.6 67,510
本田技研工業 9.5 7.8 23,517
ヤマハ発動機 13.3 10.9 23,042
精密機器（3.4％）
ＨＯＹＡ 7.1 5.7 79,572
ニプロ 13.7 11.1 13,519
その他製品（2.1％）
バンダイナムコホールディングス 7.5 6.1 56,095
電気・ガス業（0.6％）
関西電力 11 8.8 8,424
電源開発 7.3 5.9 8,153
陸運業（3.2％）
西日本旅客鉄道 5.2 4.2 21,483
東海旅客鉄道 1.9 1.7 23,536
西武ホールディングス 23.1 17.3 17,611
日立物流 9.6 7.9 24,648
情報・通信業（10.9％）
日鉄ソリューションズ 7.2 － －
ＴＩＳ 2.7 6.7 13,694
兼松エレクトロニクス － 2.9 11,803
日本電信電話 20.1 37.8 100,793
ＫＤＤＩ 10.6 8.8 26,646
ソフトバンク 22.6 11 14,525
ＮＴＴドコモ 11.2 － －
コナミホールディングス 6.4 5 28,750
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銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ソフトバンクグループ 16.3 11.7 99,321
卸売業（5.4％）
ダイワボウホールディングス 2.8 2.6 22,542
コメダホールディングス 8.3 6.9 12,675
シークス 15.9 13 21,476
伊藤忠商事 12.3 10 29,090
豊田通商 － 4.2 16,338
日立ハイテク 4.3 － －
三菱商事 21.2 17.3 44,772
小売業（3.6％）
ＤＣＭホールディングス 28 22.8 26,653
セブン＆アイ・ホールディングス 12 9.8 34,574
コーナン商事 13.5 11.1 35,742
島忠 7.4 － －
銀行業（5.1％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 123.2 100 45,790
三井住友フィナンシャルグループ 14.6 11.9 37,853
伊予銀行 37.3 30.3 20,058
みずほフィナンシャルグループ 254.8 25.4 33,413

証券、商品先物取引業（1.6％）
ＦＰＧ 15.2 － －
ＳＢＩホールディングス 17.2 9.7 28,760
大和証券グループ本社 36.5 29.7 14,057

銘 柄 期首(前期末) 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
保険業（2.5％）
第一生命ホールディングス 28.2 23 36,317
東京海上ホールディングス 7.5 6.1 32,006
その他金融業（1.6％）
クレディセゾン － 7.8 9,484
オリックス 25.8 20.9 33,116
不動産業（2.9％）
東急不動産ホールディングス 56.1 45.5 23,887
三井不動産 11 8.8 19,109
平和不動産 12 9.8 35,182
サービス業（4.1％）
リゾートトラスト 11.9 9.7 14,821
ベルシステム２４ホールディングス 17.4 21.6 35,704
ベイカレント・コンサルティング 5.9 3.6 59,256
丹青社 17.2 － －

千株 千株 千円

合 計 株 数 ・ 金 額 1,588.6 1,091.7 2,703,494
銘柄数<比率> 91銘柄 87銘柄 <98.2％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、期末の国内株式評価総額に対する各業
種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、期末の純資産総額に対する評価額の比率
です。

（注３）評価額の単位未満は切捨ててあります。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2020年12月21日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 2,798,765,648円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 49,476,443
株 式(評価額) 2,703,494,050
未 収 入 金 44,853,455
未 収 配 当 金 941,700

(Ｂ) 負 債 45,021,181
未 払 解 約 金 26,761,831
未 払 信 託 報 酬 18,236,741
そ の 他 未 払 費 用 22,609

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,753,744,467
元 本 1,851,132,113
次 期 繰 越 損 益 金 902,612,354

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 1,851,132,113口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,876円

（注）期首における元本額は2,457,973,067円、当期中における追加
設定元本額は189,609,451円、同解約元本額は796,450,405
円です。

■損益の状況
当期　自2019年12月24日　至2020年12月21日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 68,751,859円

受 取 配 当 金 68,774,678
受 取 利 息 24
そ の 他 収 益 金 6,659
支 払 利 息 △29,502

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 158,700,114
売 買 益 500,843,115
売 買 損 △342,143,001

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △37,334,451
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 190,117,522
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 347,652,991
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 364,841,841

(配 当 等 相 当 額) (429,558,660)
(売 買 損 益 相 当 額) (△64,716,819)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 902,612,354
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 902,612,354
追 加 信 託 差 損 益 金 364,841,841
(配 当 等 相 当 額) (429,558,660)
(売 買 損 益 相 当 額) (△64,716,819)
分 配 準 備 積 立 金 598,549,726
繰 越 損 益 金 △60,779,213

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費控除後の配当等収益 57,465,654円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 429,558,660
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 541,084,072
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 1,028,108,386
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 5,553.94
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0

■投資信託財産の構成� 2020年12月21日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 2,703,494 96.6
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 95,271 3.4
投 資 信 託 財 産 総 額 2,798,765 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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